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市
政
切
周
年
を
迎
え
て

大

村

市

長

松

本

屋芸
吉宮司t

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に

て
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
、
市
政
発

展
の
た
め
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
、
昨
年
4
月
、
市
民
の
皆

様
の
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る

ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
ふ
た
た

び
、
市
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火

に
よ
る
大
惨
事
が
発
生
し
、
今
な

お
活
発
な
活
動
が
続
き
地
元
住
民

に
不
安
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
終
息
と
復
興
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

ま
た
9
月
に
は
、
台
風
口
・
日

号
の
直
撃
に
よ
り
、
市
内
全
域
に

わ
た
り
莫
大
な
被
害
が
生
じ
て
お

り
ま
す
が
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た

家
族
の
皆
様
に
は
、
衷
心
よ
り
深

く
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
就
任
以
来
市
民
総

親
和
を
柱
に
、
活
力
あ
る
県
央
都

市
づ
く
り
を
め
ざ
し
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
活
性
化
に
向
け

て
市
政
の
推
進
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
第
一
は
、
県
下
で
随
一
の

人
口
増
を
み
る
我
が
市
に
と
っ
て
、

企
業
誘
致
は
不
可
欠
な
条
件
で
あ

り
ま
す
。
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク

の
造
成
工
事
が
完
成
し
、
県
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
企
業
誘

致
に
弾
み
が
つ
き
、
昨
年
だ
け
で

も
4
社
の
先
端
企
業
が
立
地
す
る

な
ど
地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

第
二
は
、
本
市
の
物
流
拠
点
都

市
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
空
港
周

辺
に
お
い
て
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
、

日
本
航
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
乗
員
訓

練
所
に
続
き
、
食
品
流
通
工
場
の

着
工
、
郵
政
省
配
送
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
決
定
な
ど
、
空
港
と
高
速
道

路
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

一

歩
ず
つ
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

さ
て
、
今
年
は
大
村
市
が
誕
生

し
印
周
年
を
迎
え
ま
す
。

「花

と
歴
史
と
技
術
の
ま
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
多
彩
な
記
念
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
市
民
皆
様

の
絶
大
な
る
ご
協
力
・
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
本
年
を
飛
躍

の
年
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

一
、
日
本

一
を
目
指
す
大
村
公
園

の
整
備

二
、
駅
前
商
庖
街
を
中
心
と
し
た

市
街
地
再
開
発
の
促
進

三
、
時
代
を
先
取
り
し
た
大
村
ハ

イ
テ
ク
パ

l
ク
の
開
発

四、

M
時
間
就
航
を
め
ざ
し
た
長

崎
空
港
周
辺
整
備
事
業
の
推

進

な
ど
を
重
点
施
策
と
し
て
市
政
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
萱
瀬
ダ
ム
再
開
発

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
地
権
者

の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
に
よ
り
、

事
業
の
推
進
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。ど

う
か
今
後
と
も
、
大
村
市
政

に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

天正夢広場 (東本町)



新
し
い
大
村
へ
踏
み
だ
し
て

大
村
市
議
会
議
長

開

常

義

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
き
わ
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
市
議
会
の
改
選
時
期

で
あ
り
、
古
参
・
先
輩
議
員
の
勇

退
も
相
ま
っ
て
三
分
の
一
の
新
し

い
議
員
が
登
場
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
活
力
の
導
入
に
よ
り
議
会

運
営
は
従
来
に
も
増
し
て
活
発
で

あ
り
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
て

長

崎

県

知

事

高

田

勇
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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
は
、
御
健
勝
に

て
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
も
、
心
を
新
た
に
し
て
幻
世

紀
に
向
け
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が

住
ん
で
幸
せ
を
感
じ
る
生
活
の
実

現
を
目
指
し
、
本
県
の
特
色
と
個

性
を
生
か
し
た
長
崎
県
ら
し
さ
に

溢
れ
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
全
力
を
注
い
で
ま

議
会
の
使
命
は
、
理
事
者
と
一

体
と
な
っ
て
市
政
の
発
展
と
市
民

各
位
の
幸
せ
の
た
め
に
日
夜
努
力

す
る
こ
と
だ
と
存
じ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
将
来
に
向
け
て
本
市

は
今
後
何
を
す
べ
き
か
を
、
十
分

に
監
視
を
し
て
舵
と
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

幸
い
に
本
市
は
、
県
央
交
通
拠

点
都
市
と
し
て
人
口
増
も
あ
り
確

実
に
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、

J
A
L
の
東
京
便
就

航
、
広
島
便
の
コ
ミ
ユ
タ
l
航
空

の
開
設
、
空
港
と
周
辺
地
域
の
総

合
的
整
備
を
図
る
長
崎
エ
ア
フ
ロ

ン
ト
計
画
の
策
定
、
初
の
都
市
型

ホ
テ
ル
の
開
業
、
ハ
イ
テ
ク
パ
ー

ク
へ
の
企
業
進
出
、
国
道
弘
号
の

い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
や
、
台
風
口
・
日
号
の
来
襲

に
よ
り
大
変
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
雲
仙
・

普
賢
岳
の
噴
火
は
火
砕
流
や
土
石

流
な
ど
に
よ
る
人
的
・
物
的
な
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
今
な
お

8
千
人
余
の
人
々
が
避
難
生
活
を

送
っ
て
お
り
ま
す
。
天
皇
皇
后
両

陛
下
が
被
災
地
を
御
訪
問
に
な
ら

れ
、
心
温
ま
る
お
見
舞
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
噴
火
活
動
も
1
年

を
経
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い
火

山
の
静
ま
り
を
願
う
も
の
で
す
。

幸
い
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
手
が

け
て
ま
い
り
ま
し
た
数
多
く
の
県

拡
幅
事
業
化
の
決
定
、
懸
案
の
清

掃
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
施
設
の
更

新
事
業
の
着
工
な
ど
な
ど
、
将
来

の
発
展
の
礎
と
な
る
事
務
事
業
が

着
手
若
し
く
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
は
市
制
施
行
叩
周

年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
当

た
り
ま
す
。

戦
中
・
戦
後
の
苦
難
の
道
の
り

を
経
た
今
日
の
大
村
の
姿
を
見
る

と
き
、
感
概
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
日
周
年
を
契
機
に
更
に
活
性

化
を
図
る
べ
く
「
花
と
歴
史
と
技

術
の
ま
ち
」を
テ
l
マ
に
、
各
種
記

念
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
今
日

の
大
村
が
あ
る
の
は
市
民
の
皆
様

の
努
力
の
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、

新
し
い
未
来
の
第
一
歩
で
あ
る
こ

政
振
興
策
も
順
調
に
推
移
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
こ
れ

ま
で
格
段
に
力
を
い
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
交
通
網
の
整
備
は
、
長
崎

バ
イ
パ
ス
の
四
車
線
拡
幅
・
西
山

延
伸
道
路
の
開
通
、
長
崎
自
動
車

道
の
長
崎
市
内
へ
の
延
伸
と
な
る

長
崎
多
良
見
・
長
崎
聞
の
整
備
計

画
へ
の
格
上
げ
な
ど
が
着
実
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
空

港
の
整
備
、
航
空
路
線
の
長
崎
・

東
京
間
の
ト
リ
プ
ル
化
、
都
市
問

コ
ミ
ユ

l
タ
l
の
長
崎
・
広
島
線

の
開
設
な
ど
空
に
、
陸
に
、
海
に

と
高
速
交
通
体
系
の
整
備
も

一
段

と
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
近
隣

と
を
ふ
ま
え
、
住
み
よ
い
地
域
、
、
つ

く
り
の
た
め
、
皆
さ
ん
多
数
の
積

極
参
加
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
市

民
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
事
業
は

意
義
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
、
皆

様
の
ご
協
力
を
得
て
記
念
事
業
を

成
功
さ
せ
、
日
周
年
を
お
祝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
市
は
、
地
の
利
を
得
て
確
か

に
伸
展
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
決
し
て
こ
れ
に
慢
心
し
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
福
祉
の
増
進
と
生
活
向

上
に
は
、
な
お
、
幾
多
の
重
要
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

空
港
・
高
速
道
路
を
生
か
し
た

都
市
ず
つ
く
り
を
基
盤
と
し
て
、

生

活
関
連
施
設
の
整
備
促
進
を
は
じ

諸
国
と
の
友
好
親
善
を
め
ざ
す
本

県
に
と
っ
て
、
昨
年
は
記
念
す
べ

き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
4
月
印

日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
ソ
連
邦
大

統
領
御

一
行
が
来
県
さ
れ
、
ロ
シ

ア
人
墓
地
と
平
和
公
園
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
の
は
大
変
意
義
深
い
こ

と
で
あ
り
、
本
県
の
日
ソ
交
流
に

輝
か
し
い

一ペ

ー
ジ
が
加
わ
り
ま

し
た
。
中
国
、
韓
国
と
も
こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
友
好
交
流
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
「
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
村

ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ
ス
」
が
3
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
し
、
長
崎
空
港
を

活
用
し
た
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
や

航
空
機
産
業
と
い
っ
た
、
本
県
の

め
都
市
公
園
の
整
備
、
観
光
資
源

の
開
発
、
教
育
文
化
施
設
の
整
備

な
ど
、
真
に
大
村
の
将
来
の
た
め

に
な
る
施
策
を
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
年
当
初
に
あ
た
り
、
市
政
発

展
と
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
最
大
努

力
す
る
決
意
を
新
た
に
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
市
議
会
に
対
し
、
更
に
も

増
し
て
の
ご
協
力
と
ご
鞭
撞
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
も
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
せ
で
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
産
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
九
州
新
幹
線
長
崎

ル
l
ト
、
国
際
マ
リ
ン
都
市
構
想

な
ど
の
幻
世
紀
を
見
据
え
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
企
業
誘
致
、
観
光
・

リ
ゾ
ー
ト
の
振
興
、
農
林
水
産
業

の
振
興
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整

備
、
高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

福
祉
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
施
策

を
総
合
的
に
推
進
し
、
「
美
し
く
、

楽
し
く
、
た
く
ま
し
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
に
最
大
の
努
力
を
傾
け

て
ま
い
り
ま
す
。
県
政
に
対
し
、

旧
年
に
倍
し
ま
し
て
ご
支
援
、
ご

指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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v 障害者の福祉摺進を呼びかけ

(12/ 5・市役所)

県身体障害者福祉協会連合会の障害者の

日宣伝広報キャラパン隊は、 12月 9日の嘩

害者の日を前に同 5日南役所を訪問、障害

者福祉の増進を呼びかけました。

障害をもっ人が、社会の一員として平等

に 、そして社会 、経済、文化等の名分野

への完全参加と市民の理解と認識を深めて

もらおうと行われたものです。

企上海よりテス卜航空貨物便到着
(12/5・長崎空港)

長崎~中国・上海間の、初の国際航空費物

便のテストフライトが12月 5日行われ、中国

産のワタリガ二 4千ケース・約25トンを輸入、

県内販売のほか 、北九州 、大阪などへ陸・空

輸送されました。

地場産業の国際化などの促進を図るため 、

県が進めている長崎空港の国際物流センタ

計画の定期便実現に向けた体制づくリ、実績

づくりを目指して行われたもので、、 平成 6年

開設へ向け著々と準備が進められています。

企手づくり版画力レンダーに挑戦
(12/7・中地区公民館)

中地区公民館の講座のーっとして開かれて

いる「子ども版画力レンダ一教室」で、子ど

もたちが、力レンダづくりを楽しみました。

今年で 3回目で、今ロは大村の名所がテー

マ。子どもたちは毎週土曜日(4固)、 作品の

完成を楽しみに一つ一つていねいに彫ってい

ます。

手づくりの版画力レンダ一 、とても素敵で、

すね。

4
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
い
っ
ぱ
い

(陀
/

8
・
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
周
辺
)

小
学
1
年
生
か
ら
一
般

(女
子
)
ま
で
、
総

勢
約

1
7
5
0人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
「
お

お
む
ら
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
暖
か
い
声
援
の
中
、

元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(1
位
の
み
・
敬
称
略
)

・
小
1
・
⑧
吉
田
圭
一
郎

(萱
瀬
)
⑧
岩
永
美

里

(東
大
村
)
・
小
2
・・
⑧
吉
田
倫
之

(
一
ニ
城
)

⑤
丸
田
華
与
子

(鈴
田
)
・
小
3
:
・⑧
水
本
憲

吾

(鈴
田
)
⑧
林
明
佐
美

(竹
松
)
・
小
4
:

⑧
山
本
大
輔

(鈴
田
)
⑤
白
岩
梢

(旭
が
丘
)

・
小

5
・・
⑧
森
真
墓
(竹
松
)
③
谷
口
晴
香
(富

の
原
)
・
小
6
・:
⑧
隅
真
一
郎

(大
村
)
⑧
平

山
彩
子

(大
村
養
護
)
・
中
学
:
⑧
小
坂
弘
樹

(菅一瀬
)
⑤
西
山
樹
理

(玖
島
)

・
一
般
女
子

.
森
喜
美
子

今
年
は
市
制
施
行
田
周
年

平成2年産業別事業所数、従業者数、製造品出荷額等の推移
(単位:所、人、万円)

事業所数、従業者数、製造品出荷額等の推移

(昭和60年=100) 
-シリーズ・

統計でみる大村市

Part8 

事業所の皆さんへ

工業統計調査へのご協力を

- 4 -

毎
年
ロ
月
紅
白
現
在
で
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
の
1
年
間
の
製
造
活
動
の
現
況

を
調
査
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
は
我
が

国
の
工
業
の
実
態
把
握
、
産
業
構
造
の
分

析
、
国
・
地
方
自
治
体
に
お
け
る
都
市
計

画
の
作
成
お
よ
び
景
気
、
中
小
企
業
対
策

の
立
案
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
や
施
策
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
中
を
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
ぜ
ひ
当
調
査
の
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
口

な
お
、

平
成
2
年
の
工
業
統
計
調
査
に

お
け
る
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
企
画
調
整
課

区 分 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

総 数 155 4，203 4，926，115 
食 キヰ 口口口 製 三IE仁とI 業 35 730 974.749 

飲料・飼料・たばこ製造業 3 166 831.670 
繊 維 工 業 10 616 378.671 

衣服・その他の繊維製品製造業 14 407 138，954 

木材・木製品製造 業 8 92 103.890 

家 具 ・装 備品製造業 10 83 69，382 

出版・印刷 ・同関連 産業 8 132 118，768 

プラステ ィッ ク製品製造業 2 X X 

窯 業・ 土 石製品製造 業 16 359 498.730 

多失 鋸 業 2 X X 

金属製品製造業 22 259 328.668 

一般機械器具製造業 8 217 197，005 

電気機械器具製 造 業 7 X X 

輸送用機械器具製 造業 3 27 30，350 

そ の他の製造 業 7 110 43，061 

従業者4人以上の事業所

斤
g

，，
 /

h
 

2年

ム出荷額等

口従業者数

O事業所数

58 1 63 62 61 60 59 

/ 

j 
/，)ヨ/

合c-~

57 56 55 

指数

140 

130 

120 

110 

100 

90 

80 

70 

150 

人、 百万円)

年次
事業所数 従業者数 製造品出荷額等

指数 指数 指数

55 99 81-1 2.484 75.1 24，271 76.7 

56 98 80.3 2.497 75.6 23，805 75.2 

57 107 87.7 2.686 81-3 27，767 87.7 

58 116 95.1 2，816 85.2 31，600 99.8 

59 118 96.7 3，150 95.3 31.455 99.4 

60 122 100.0 3.304 100.0 31，654 100.0 

61 139 113.9 3，548 107.3 34.261 108.2 

62 133 109.0 3，569 108.0 36，093 114.0 

63 138 113.1 3，659 110.7 41，306 130.5 

1. 133 109.0 3，746 113.4 43，897 138.7 

つ 155 127.0 4.203 127.2 49.261 155.6 

- 5 -

注:従業者数4人以上の事業所

工業の推移(各年12月31日現在)

(単位:所、

指数60年=100 
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日 F

ー
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ン
・
な
が
さ
き
H
H

泉氏表彰受賞者

今後の長崎空港の国際化、航空機産業などについての

見解が示された合同分科会報告会。

(11/22・長崎インターナショナルホテル)

大村からは、 4人の方が受賞されました。

おめでとうございます。

受賞されたのは次の方々です。

。社会福祉

田中 力子 (69・水主町2丁目)民生委員・

児童委員

鈴木信幸 (71・東本町)保護可

。産業(水産)

本浦 稔 (68・久原 1丁目)元大村湾東部

漁業協同組合長

。教育文化

小松初子 (79・久原 1丁目)元長崎県婦人

団体連絡協議会副会長

(敬称略)

長
崎
空
港
を
拠
点
と
し
た
総
合

的
な
周
辺
整
備
を
図
り
、
長
崎
県

の
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
「
長

崎
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
計
画
」
。
こ
の

事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ン
・
な
が
さ
き

(
委
員
長
・
高
田
県
知
事
、
副
委
員

長
・
松
本
大
村
市
長
)
」
が
日
月
紅

白
か
ら
2
日
間
、
長
崎
・
大
村
の

両
市
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

現
空
港
の
国
際
化
は
、
都
市
集

中
化
か
ら
地
方
分
散
化
へ
の
必
要

性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
う
ゅ
う
情
勢
の
中

で
長
崎
空
港
は
、
ア
ジ
ア
へ
向
け

て
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
、

九
州
の
拠
点
空
港
と
し
て
の
条
件

が
整
っ
て
い
る
空
港
と
い
え
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
臨
空
産
業
の

立
地
、
地
域
産
業
の
国
際
化
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
崎
県
の

地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
初
日
は
、
長

崎
市
内
の
ホ
テ
ル
で
運
輸
省
、
通

産
省
、
航
空
関
連
企
業
の
代
表
者

な
ど
を
招
き
、
空
港
の
活
性
化
と

周
辺
整
備
、
但
時
間
空
港
と
臨
空
、

都
市
、
航
空
機
産
業
の
誘
致
と
展

開
な
ど
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
や
、

地
方
空
港
の
役
割
と
活
性
化
方

策
と
題
し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
催
さ
れ
ま

し
た
。翌

詑
日
午
後
は
、
長
崎
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
「
エ
ア
フ
ロ
ン

ト
」
「
航
空
機
関
連
産
業
」
の
各
分

科
会
の
報
告
会
が
あ
り
、
約
2
0

0
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

空
港
所
在
地
で
あ
り
な
が
ら
、

素
通
り
の
町
と
い
わ
れ
て
い
る
大

村
市
、
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し

て
い
く
の
か
と
て
も
楽
し
み
で

す。

統計功績饗として

3摺入・ 1窃体が

受露されました

各
種
統
計
調
査
の
実
施
に
際
し
、

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
、
個

人
に
対
す
る
表
彰
式
が
日
月
幻
日

長
崎
市
で
行
わ
れ
、
大
村
市
か
ら

は
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら

れ

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

棺
互
発
展
を
目
指
し

ー
上
海
県
経
済
視
察
団
来
日

1
市役所を表敬訪問、松本市長官yfiZL)
経済視察団の皆さん

。
総
務
庁
長
官
表
彰

林
哲
也
(
武
部
町
)

ー
統
計
事
務

鈴
田
正
賓
(
西
大
村
本
町
)

ー
労
働
力
調
査

。
労
働
大
臣
表
彰

側
ル
シ
ア
ン
ナ
ガ
サ
キ
大
村
工

場

l
毎
月
勤
労
統
計
調
査

。
通
商
産
業
大
臣
表
彰

三
根
雅
之
(
鬼
橋
町
)

1
各
種
統
計
調
査

な
お
、
工
業
統
計
調
査
に
お
い

て
、
大
村
市
も
通
商
産
業
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
調
査
へ
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

- 6 -

大
村
市
と
友
好
都
市
の
中
国
・

上
海
県
の
経
済
視
察
団
が
日
月

m

目
、
市
役
所
を
表
敬
訪
問
、
松
本

市
長
と
歓
談
し
ま
し
た
。

上
海
県
と
大
村
市
は
、
昭
和

ω

年
に
友
好
都
市
と
な
っ
て
以
来
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、

経
済
の
相
互
発
展
と
ま
す
ま
す
の

友
好
を
深
め
る
た
め
来
日
さ
れ
た

も
の
で
す
。

蒋
裕
民
氏
を
団
長
と
す
る
5
人

の
視
察
団
は
6
日
ま
で
滞
在
、
上

海
県
に
合
弁
会
社
の
設
立
準
備
を

進
め
て
い
る
吉
原
工
業
を
は
じ
め
、

種
苗
セ
ン
タ
ー
、
県
経
済
連
果
汁

工
場
、
み
か
ん
や
ニ
ン
ジ
ン
の
選

果
場
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
団
地
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

今
後
、
上
海
県
と
大
村
市
の
経

済
交
流
は
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た

も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。



¥ 

第 1号被保険者 第 2号被保険者 第 3号被保険者

該 O自営業の人、農・ O厚生年金や共済 Oサラリーマンの
漁業の人と、そ 年金の加入者 奥さん

当 の奥さん

者 0学生 (Z:リーマンや) (詑?に入つて)

加手続入き
市役所市民課

市役所市民課 職 場

(健がけ康必と保要は別険で、すのに扶手O 続輔き) 

f学険某十: 市役所発行の納付
夫が加入している
年金制度が、あな

書で
毎月の給料から

たに代っまて納付しの
てくれすので、

納方め (宮利な口座振替も) 個人で納める必要
ります。 はありません。

mω
歳
じ
な

た
ら
国
民
年
金

つ

入
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

第

4
回
国
民
年
金

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

ー

学
生
も
強
制
加
入
で
す

1

類

国
民
年
金
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

1
5
0点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
、
年
金
制
度
広

報
な
ど
の

P
R
の
た
め
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

入

賞

者

(

敬

称

略

)

最
優
秀

1
橋
詰
万
里
子
(
向
陽
高
)

優
秀
l
井
手
由
紀
子
(
向
陽
高
)
、
黒

田
智
美
(
向
陽
高
)

入
選

1
中
村
由
紀
子
(
向
陽
高
)
、
七

里
弘
美

(
同
)
、
明
時
由
理
子
(
同
)
、

山
口
千
鶴
(
同
)
、
測
晃
(
富
の
原
小
)

種

な
た
は
ど
こ
に
該
当
し
ま
す
か
?

学
生
の
皆
さ
ん
も

強
制
加
入
と
な
っ
て
い
ま
す

却
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

従
来
は
希
望
に
よ

っ
て
加
入
す
る

「任
意
加
入
」
と
な

っ
て
い
ま
し

た
が
、
障
害
年
金
を
中
心
に
無
年

金
者
問
題
(
障
害
者
と
な

っ
て
も

障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
)
が

指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
基
礎
年
金
を

満
額
確
保
す
る
こ
と
か
ら
も
、
平

成
3
年
4
月
か
ら
「
強
制
加
入
」

と
な

っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

の

昨年の成人式より

者険イ呆ネ変

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
、
皆
さ
ん
は
き
っ
と
夢
と
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
る
こ
と
で
し

ょ、っ
。

な
ど
何
の
保
障
も
な
か
っ
た
り
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
加
入
し
ま
し

ょ、っ
。

年
金
の
被
保
険
者
は
、

3
種
類

(
下
表
)
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
あ

さ
て
、
大
人
の
第

一
歩
を
踏
み

出
し
た
今
日
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
一
つ
・
:

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
?

加
歳
か
ら

ω歳
に
な
る
ま
で
は
、

必
ず

「国
民
年
金
」
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
。

「
国
民
年
金
」
は
、
病
気
や
事
故、

そ
し
て
老
後
に
備
え
て
、
み
ん
な

で
加
入
し
、
み
ん
な
が
年
金
を
受

給
す
る
た
め
の
助
け
合
い
の
制
度

で
す
。

「
ま
だ
早
す
ぎ
る
/
」
と
ん
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
加
入
し
な
い
で

い
る
と
、
将
来
年
金
を
も
ら
え
な

か
っ
た
り
、
障
害
に
な

っ
た
と
き

交通事故で被害を受けたのに、加害者は処

罰されなかった。

警察と検察庁で調べをしたが、加害者は不

起訴にされてしまったo

被害者としては、どうしても納得できない。

こんなときにはどうしたらよいでしょうか。

検察審査会へ審査の申し立てをして

調べなおしてもらいましょう。

交通事故だけでなく、詐欺とか窃盗など、

ほかの犯罪についても同様です。

検察審査会とは 衆議院議員の選挙権を有す

る国民の中から、くじで選ばれた11人の検察

審査員が、いわば一般の国民を代表して、検

察官が事件を起訴しなかったことの良しあし

を審査するのを主な仕事とするところです。

問い合わせ 長崎検察審査会事務局

(長崎市万才町 9番地26号長崎地方裁判所内

宮 o9 5 8⑫ 6 1 5 1) 

検察審査会

昨年の成人式より
大村市民会館

昭和46年 4月2日----47年 4月1日

生まれの人

式典・新成人の主張

アトラクション

問い合わせ市コミセン (雷⑪ 3161 ) 

※華美な服装にならないようにお願いし

ます。

1月15日(水)、午後1時30分より

感人~mご属議肉

※午後 1時より受け的けます。

広報おおむ ら 平成 4年 1月号

ご存知ですか

- 7 -

場所

対象

内容



岩
崎
洋
一
さ
ん

(
引
歳
・
須
田
ノ
木
町
)

μ時
間
体
制
の

実
現
ヘ
向
け

ー
エ
ア
ポ
ー
ト
期
成
会

l

長
崎
空
港
の
包
時
間
運
用
に
よ

り
、
長
崎
県
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す

0

6
月
に
発
足
し
た
「
長
崎
エ
ア
ポ

ー
ト
・

μ
開
港
期
成
会
」
で
す
。

岩
崎
さ
ん
は
、
こ
の
会
の
発
起

人
で
あ
り
代
表
者
で
も
あ
り
ま
す
。

会
員
は
、
農
業
、
建
設
業
、
電

気
業
、
豆
腐
屋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
の
四
人
。
東
彼
杵
郡
か
ら

も
加
入
さ
れ
て
い
る
。

岩
崎
さ
ん
は
、
海
外
の

M
時
間

体
制
の
空
港
の
実
態
を
目
の
当
た

り
に
見
て
、
眠
っ
た
長
崎
空
港
の

弘
時
間
体
制
、
周
辺
整
備
の
必
要

性
な
ど
を
強
く
感
じ
、
こ
の
会
の

発
足
を
思
い
た
っ
た
。

踊
る
人
も
楽
じ
み

見
る
人
も
楽
じ
め
ま
ぎ

ー

民

踊

1

広報おおむら平成 4年 1月号

なかよし家族
ぼ
く
の
う
ち
の
か
ぞ
く
は

7
人
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
か
い
し
ゃ
で
い
つ
も
お

そ
く
、
お
母
さ
ん
も
か
ん
ご
ふ
を
し
て
い

る
の
で
、
や
き
ん
の
と
き
は
家
に
い
ま
せ

ん
。お

と
う
と
は
ほ
い
く
え
ん
に
行
っ
て
い

ま
す
。
い
え
に
か
え
る
と
ひ
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
ま
っ
て
い
て
く
れ
ま
す
。

お
と
う
と
と

2
人
で
い
え
の
な
か
を
は

し
る
の
で
、
と
き
ど
き
お
こ
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
と
て
も
や
さ
し
い
で
す
。

い
つ
ま
で
も
、
な
か
よ
く
し
て
い
き
た

い
で
す
。

(
と
も
は
る
)

赤川さん家族(小川内町)

右
か
ら
、
弘
好
さ
ん

ω、
智
晴
く
ん
倒
、
藤
次
郎
さ
ん
側
、

良
子
さ
ん

ω、
勇
樹
く
ん
川
町
、
フ
ミ
子
さ
ん

m

(
今
回
よ
り
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
登
場
で
す
)

相
談
役
な
ど
の
指
導
を
受
け
、

一
時
は
自
営
業
で
あ
る
園
芸
も
そ

っ
ち
の
け
で
、
仲
間
の
説
得
に
歩

き
回
る
日
が
続
い
た
。中
に
は
「
得

に
も
な
ら
な
い
の
に
何
で
そ
こ
ま

で
す
る
の
か
」
と
の
ば
声
を
浴
び

た
こ
と
も
あ
る
と
か
。

国
際
化
の
時
代
を
迎
え
た
今
日
、

県
の
長
崎
空
港
国
際
物
流
セ
ン
タ

ー
計
画
の
中
に
、

M
時
間
体
制
の

実
現
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
崎
さ
ん
ら
は
、
市
内
の
組
織

強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
構
想
を

ふ
ま
え
た
県
内
統
合
の
組
織
拡
大

で
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

け
ら
れ
て
い
る
と
か
。

「踊
る
人
が
楽
し
み
見
る
人
も

楽
し
め
て
親
し
み
ゃ
す
い
民
踊
。

礼
儀
作
法
、
人
の
和
を
尊
び
な
が

ら
、
健
康
で
楽
し
い
民
踊
の
輪
を

拡
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
心
境
を
話
さ
れ
る
。

大
村
民
踊
愛
好
会
は
、
発
足
以

来
お
年
の
歴
史
を
持
ち
、
現
在
約

8
0
0
人
の
会
員
が
各
支
部
な

ど
で
の
練
習
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま

す
が
、
木
下
さ
ん
も
そ
の
一
員
と

し
て
、
民
踊

一
筋
に
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

一
つ
の
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に

打
ち
込
む
姿
は
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。'\~S日 -;..IJ/ト

ニニ二こちら自由席

NHK大河戸一

億

夫輔女健

消員奇@会

目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
社
会

情
勢
の
中
、
私
た
ち
は
、
街
の
活

性
化
と
大
型
庖
導
入
実
現
な
ど
に

向
け
て
結
成
し
た
会
で
す
。

周
辺
都
市
よ
り
集
ま
っ
て
く
る

よ
う
な
明
る
く
住
み
よ
い
街
、
潤

い
の
あ
る
豊
か
な
環
境
、
若
者
の

笑
顔
と
活
気
溢
れ
る
職
場
の
拡
大
、

こ
れ
か
ら
伸
び
ゆ
く
子
供
た
ち
が

定
住
で
き
る
大
村
に
し
た
い
と
願

い
、
今
私
た
ち
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

結
成
以
来
、
行
政
側
の
計
画
や

講
師
を
招
い
て
の
研
究
会
、
市
議

天正少年使節のふるさと

=1月12日日午後8B寺~放送

信長といえば、

の便局、宣教師

など、 西洋文化

阜く受け入れた

人」。
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会
議
員
と
の
交
流
会
な
ど
積
極
的

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
の
目
的
に
ご
賛
同
く

だ
さ
い
ま
し
た
会
員
は
、
も
う

一

千
数
百
名
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ゾ
ー
ト
開
発
の

一
環
と
し
て
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ

i
ン
が
計
画
さ

れ
、
大
型
庖
進
出
と
い
う
記
事
が

出
て
久
し
く
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
学
習
す
る

う
ち
に
、
商
業
活
動
調
整
協
議
会

が
あ
る
こ
と
な
ど
、
色
々
と
分
っ

て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
消
費
者
の
利
益
を
得

る
た
め
、
複
合
的
な
大
型
庖
導
入

問
題
な
ど
、
最
善
の
努
力
を
し
な

が
ら
皆
様
と
共
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

田
中
力
子
(
宮
⑫

2
9

2
2
)
 

少年使節は、

前の 「国際化」 の

ポルともいえます。

市制50周年を迎え、

年頭から大きなお年玉

となりそうです。ぜひ

ご覧ください。

8きち
安全航海してますか

西
本
町
の
大
波
止
と
呼
ば
れ
て

い
る
波
止
場
に
は
、

客
船
や
ヨ

ッ

ト
な
ど
が
ひ
し
め
い

て
い
ま
す
が
、

じようやとう

恵比須常夜燈

こ
の
波
止
場
の
北
端
に
ド
カ
ッ
と

建
立
さ
れ
て
い
る
の
が
恵
比
須
常

夜
燈
で
す
。

(西本町)

こ
の
恵
比
須
常
夜
燈
は
、
約
3

0
0
年
前
の
波
止
の
増
築
の
と
き
、

海
難
の
守
護
神
と
し
て
、
ま
た
、

闇
夜
に
到
着
す
る
船
の
安
全
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時

は
も
っ

と
南
側
に
あ
り
ま
し
た
。

約
2
0
0
年
前
に
再
び
増
築
さ

れ
た
と
き
、
現
在
の
所
に
移
さ
れ

た
そ
う
で
す。

こ
の
恵
比
須
常
夜
燈
は
、
今
で

も
海
の
守
り
神
と
し
て
大
切
に
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す。

最
近
は
、
マ
リ
l
ン
ス
ポ
ー
ツ

も
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
い

る

よ
う
で
す
が
、
海
難
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

、U

- 9 -



麻
し
ん
(はしか〉

予
防
接
種
を
実
施
中

該
当
す
る
幼
児
生
後
回
か
月
iη
か
月

ま
で
の
幼
児
で
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
未
接

種
者
。

接
種
期
限

3
月
白
日

ω

指
定
医
院
田
川
小
児
医
院
、
出
口
小
児

科
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須
田

小
児
科
医
院

料

金

無

料

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
指
定
さ
れ

た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

老人監療一部負担金を改正

入院1日600円こタ卜来1か月900円
現在、老人医療受給者の皆さんが、病院に通院さ

れた場合には 1か月 800円、入院の場合には、 1日

400同の 部負担金を支払っておられますが、平成4

年1月からは、タト来が 1か月 900円、入院が 1日600

円に改正されます。 (なお、入院については、特例と

して、市民税非課税世帯に屠する老齢福祉年金受給

者で、市長の認定を受けた人については今まで通り

2か月を限度として、 1日につき 300円が、入院時の

一部負担金となります)

一部負担金の主な改正点

¥ 現 行|平成4年1月---5年3月31日

1か月 800円か月 900円

日 400円日 600円

三

種

混

合

予
防
接
種
実
施
中

(
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
)

年
間
を
通
じ
て
、
生
後
3
か
月
よ
り
m何

か
月
ま
で
、
無
料
で
個
別
接
種
で
き
ま
す
。

(
接
種
目
な
ど
は
、
指
定
医
・
病
院
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
)

お
願
い
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

接
種
で
き
る
医
・
病
院

出
口
小
児
科
医
院
、
田
川
小
児
医
院
、

寺
井
医
院
、
近
藤
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
与
那
城
医
院
、
牧
山
医
院
、
長

野
病
院
、
松
尾
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院

認識1)~ß量当員袋議員ー奥富議員美子
決ま@まレ程

皆さんの福祉増進のために活動していただきま

す。お気軽にご相談ください。(敬称略)

担 当 地 区 諏 訪 1 区

委員名佐々木みつ(諏訪 1 丁目 61~1

宮⑬ 52 6 9) 

エ
イ
ズ
は
子
労
f
i
w
t
き
る

1 

エ
イ
ズ
(
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
)

は
、
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ

る
病
気
で
す
。
感
染
す
る
と
、
身
体
を
病

気
か
ら
守
る
免
疫
系
が
破
壊
さ
れ
、
身
体

の
抵
抗
力
が
低
下
し
悪
性
腫
蕩
や
さ
ま
ざ

ま
な
感
染
症
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
①
感
染

者
と
の
無
防
備
な
性
交
渉
を
通
じ
て
②
感

染
し
た
血
液
や
血
液
製
剤
を
通
じ
て
③
感

染
し
た
母
親
か
ら
出
産
す
る
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
3
つ
の
経
路
で
し
か
感
染
し
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス

は
も
と
も
と
う
つ
り
に
く
い
病
気
な
の
で
、

咳
ゃ
く
し
ゃ
み
、
握
手
、
食
品
な
ど
、
普

健康子レホふサービス
合 23-4646または0958-26-5511

月 超音波検査 -第 2の聴診器-

月
火 痔を切るとき・切らないとき

の 水 子どもの成人病
ア 木 水いぼ

金 歯が抜けたのを放置しているとどうなる?マ
土日 女性と性感染症
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※年末年始…救急車を呼ぶとき
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新
春
恒
例

広報おおむら平成 4年 1月号

償却資産の申告は

1月31日までです

(分列行進)

1月8自体)

午前9時 ~

昨年の消防出初式より

/ 
¥ 

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
行

い
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
観
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
補
助
グ
ラ
ン
ド
(
雨
天
時

は
競
艇
場
内
イ
ベ
ン
ト
広
場
)

。
市
中
行
進
・
徒
歩

1
午
前
日

時
叩
分
出
発
(
片
町

1
鶴
亀
橋
1

ア
ー
ケ
ー
ド

1
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
)

・
車
両

1
午
前
日
時
日
分
出
発

(
市
役
所

1
国
道

1
パ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
)

。
分
列
行
進
西
三
城
町
通
り

O
放
水
演
習
午
前
日
時

ω分、

大
上
戸
川
(
消
防
署
横
)

※
午
前
8
時
に
消
防
演
習
招
集
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

償却資産を所有している人は、法人・個人の別

なく毎年 1月 1日現在で、所有状況などを申告す

るようになっています。

償却資産とは....一土地および家屋以外の資産のう

ち、事業に使用することができる資産で、その減

価償却費が所得税や法人税の必要経費または損金

に算入される資産です。

ほかの人に貸している資産も含みます。

申告する必要がある資産

O構築物(煙突、貯水池、舗装路面、

土地に定着した土木工事など)

O機械および装置

O船舶(客船、貨物船など)

O航空機

O車両および運搬具(構内運搬車、特殊自動車など)

O工具および備品

申告期限 1月31日倹)

申告・問い合わせ

税務課固定資産税係

※昨年申告した人は、平成 3年中の増減のみ申告

してくださ ¥.;¥0

※申告書は税務課にあります。

内装工事、

取
り
壊
し
家
屋
の

届
け
出
は
皐
自
に

平
成
3
年
中
に
家
屋
の
全
部
を

取
り
壊
し
、
ま
た
は
一
部
取
り
壊

し
た
も
の
に
は
、
平
成
4
年
度
の

固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

@
強
定
命
中
ぬ
溺

サ弓リーマふ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い

て
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
、

そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
の
際
に
「
年
末
調
整
」
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大

部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
確

定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
そ
の
義

務
は
な
く
て
も
確
定
申
告
を
す
る

と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
紹
介
し
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
l
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合
(
住
宅
取
得
特
別

控
除
)
。

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
(
医
療
費
控
除
)
。

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

(
雑
損
控
除
)
。

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

た
だ
し
、
「
1
月
1
日
現
在
」

で
取
り
壊
し
の
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
に
手
続
き
済
み

の
も
の
は
除
き
ま
す
。

届
け
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

し
て
い
な
い
場
合
。

な
お
、
還
付
を
受
け
る
た
め
に

確
定
申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
が
初
万
円
以
下
で
あ
っ
て

も
、
こ
れ
を
含
め
て
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
、
一

般
の
壁
疋
申
告
と
は
違
っ
て

1
月

4
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合

①
給
与
の
年
収
が
1
5
0
0
万
円

を
超
え
る
人
。

②
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
。

こ
の
よ
う
な
方
の
確
定
申
告
は
、

2
月
げ
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮

⑫
1
3
7
0
)
所
得
税
部
門
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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自立の県宍tっくOを
=三海一粟フォーラム開緩 =

県
央
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
た

「
三
海
一
果

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

(ロ
/

7
・
雲
仙
メ
モ
リ
ア
ル
ホ

l
ル
)

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

主
催
の
「
三
海
一
果
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
ロ
月
7
日
、
雲
仙
で
聞
か
れ
、

地
方
分
権
へ
の
取
り
組
み
、
県
央

の
将
来
像
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
活
発
に
論
議
さ
れ
ま

し
た
。
参
〆
加
者
は
、
各
種
団
体
・

各
市
町
の
職
員
や
地
域
お
こ
し
グ

宵表岡西す日 18生間害活 害ク5屯 4仙孟静云

I白ス千3 2あとつ義・
古市 7 金援 普

Z E 岳

きiEた 噴
存豊 火

円幕) 時

国際受流事業に

役立てて

ル
ー
プ
な
ど
約
4
0
0
人
。

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
、
ν

ヨ
ン
で
は
、
専
門
講
師
や
地
域
か

ら
の
パ
ネ
ラ
l
が
、
国
か
ら
地
方

自
治
体
へ
の
権
限
移
管
、
補
助
金

の
一
般
財
源
化
な
ど
が
認
め
ら
れ

る
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
」
構
想

や
、
広
域
市
町
の
独
自
施
策
の
推

進
な
ど
に
つ
い
て
白
熱
し
た
論
議

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

は、

2
市
日
町
(
大
村
・
諌
早
の

両
市
、
多
良
見
・
森
山
・
飯
盛
・

高
来
・
小
長
井
・
吾
妻
・
南
串
山

・
千
々
石
・
小
浜
・
愛
野
の
各
町
)

で
組
織
さ
れ
、
こ
の
県
央
地
域
の

市
町
が
一
丸
と
な
っ
て
、
創
造
牲

と
多
様
性
に
富
ん
だ
地
域
社
会
を

目
指
す
た
め
設
立
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

大
村
湾
、
有
明
海
、
橘
湾
の
三

つ
の
海
、
背
後
に
は
多
良
岳
、
雲

仙
岳
を
有
す
る
県
央
地
区
、
こ
の

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
、
新
し

い
地
域
づ
く
り
が
い
ま
、
積
極
果

敢
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
出
張
所
の
饗
理
人
揺
し
血
?
っ

6
畳
2
間
・
台
所
・
浴

間
取
り

室入
居
条
件
配
偶
者
の
い
る
人
で
、

平
日
は
午
後
5
時
か
ら
翌
朝
8
時

初
分
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午
か
ら
、

日
曜
・
祝
日
は
終
日
管
理
で
き
る

人国
際
交
流
基
金
に
寄
付
さ
れ
た

久
田
松
カ
ズ
さ
ん

(
日
/
日
・
市
役
所
)

申
込
期
限

1
月
比
日
例

申
込
方
法
入
居
申
込
書
(
人
事

課
に
あ
り
ま
す
)
お
よ
び
市
販
の

履
歴
書
に
写
真
を
は
っ
て
人
事
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
人
事
課

久白松力ズさん (三城町)は

11月16臼、国際交流事業に役立

ててくださいと 、(故〉夫・ 四郎

衛さんの香典返しとして 、大村

国際受流協会の「国際安流基金」

へ50万円を寄位されました。

今後、国際安流事業に活用さ

せていただきます。

a
a
a色
巴
岱
畠
守
向
。
守
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ー
不
燃
物
集
積
所
看
板
寄
贈

1

不燃物集積所
{お願い)

1当町内以外の方lま置けません
E可燃物はだめです

3ひとDで持てない物lま清婦

センターへ
4事業所のごみは霞けません

5持ち出しは奴集自の前日に

舎月lii Bと Bです

大村市

町内会

贈・大村ローヲーアクトクラブ

大
村
ロ
l
タ
l
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

(
安
永
久
勝
会
長
)
は
こ
の
ほ
ど
、

バ
ザ
!
の
益
金
で
作
っ
た
不
燃
物

集
積
所
の
看
板
(
写
真
)
ロ
枚
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

不
燃
物
は
、
各
町
内
単
位
で
集

積
日
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
合
わ

せ
持
ち
寄
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
不
燃
物
は
年
々

増
え
続
け
、
そ
の
量
は
大
変
な
も

の
で
す
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
い
ま

飽
和
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
ま
だ
ま
だ
十
分
に

使
用
で
き
る
物
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
物
は
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

今
回
贈
ら
れ
た
看
板
は
、
不
燃

物
集
積
所
の
表
示
の
無
い
町
内
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
配
布
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
美
化
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入。3
Yあ
げ
は

/
R
ヘ

一
篭
綿
憾
の
惑
い
と
こ
ろ
で

し、

電 D お タ

線父コ
の さ あ
近ん げ
く、の
でおシ
は 母 l

さズ
タ んン
コ へで
を おす
絶願 。

対
あ
げ
な
い
よ
う
に
、
お
子
様
へ

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

も
し
タ
コ
が
電
線
に
か
か
っ
た

ら
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
と
ら

ず
に
、
最
寄
り
の
当
社
営
業
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
電
柱
に
の
ぼ
っ
て
取
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う

0

・
電
線
を
竹
ざ
お
で
つ
つ
く
の
は

大
変
危
険
で
す
。

問
い
合
わ
せ
九
州
電
力
側
大
村

営
業
所
(
宮
⑫
2
1
7
1
)



ご
利
用
く
だ
さ
い

就
学
援
助
費
制
度

ま
す
が
、
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方

は
各
地
区
民
生
委
員
、
各
学
校
ま

た
は
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

無
事
故
優
良

運
転
者
を

表
彰
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
義
務
教
育
の
児

童
お
よ
び
生
徒
に
対
し
て
、
そ
の

事
情
が
よ
く
な
る
ま
で
の
問
、
就

学
に
必
要
な
学
用
品
や
給
食
費
な

ど
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。
。
県
表
彰
免
許
取
得
後
、

2
月

こ
れ
に
は
認
定
の
基
準
が
あ
り
、
末
現
在
で
初
年
以
上
、
初
年
以
上

関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
認
定
し
で
市
表
彰
を
受
け
て
い
る
人
(
白

鶴ら、E
E
a
‘

aa' 

お
お
む
ら
駅
伝
競
走
大
会

広報おおむら平成 4年 1月号

期
日

2
月
日
日

ω

場
所
海
上
自
衛
隊
内
道
路
(
4
・

O
M
×
5
区
間
)

参
加
資
格

O
A
ク
ラ
ス

l
一
般
・
高
校
男
女
、

中
学
男
女
(
一
般
・
高
校
男
子
の

陸
協
登
録
選
手
は
B
ク
ラ
ス
)

。
B
ク
ラ
ス

1
一
般
・
大
学
・
高

校
・
自
衛
隊
中
隊
単
位
・
市
外
チ

ー
ム
(
陸
協
登
録
選
手
の
参
加
可

b
じ
/

ム
円
口
、

参
加
料

1
チ
l
ム

5
、
0
0
0

円
(
ゼ
ッ
ケ
ン
・
タ
ス
キ
・
障
害

保
険
料
を
含
む
)

表
彰
チ
l
ム
総
合

(
A
・
B
共

1
1
3
位
)
お
よ
び
個
人
区
間
賞
、

特
別
賞

(
A
ク
ラ
ス
の
み
、
飛
ぴ

賞
有
り
)

申
込
期
間

1
月
8
日
制
1
m
日

開
必
着

申
し
込
み
県
立
ろ
う
学
校

※
申
込
用
紙
は
、
ろ
う
学
校
お
よ

ぴ
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
市
陸
上
競
技

協
会
・
奥
村
(
夜
間
・
休
日
宮
⑭

2
6
8
5

昼
間
宮
⑫
2
6
1
1

1
ろ
う
学
校
)

動
二
輪
免
許
以
上
)

。
市
表
彰
免
許
取
得
後
、

2
月

末
現
在
で
初
年
以
上
、
お
年
以
上
、

初
年
以
上
、
日
年
以
上
、
日
年
以

上
の
人
(
免
許
の
種
類
は
間
わ
な

い
、
小
特
、
原
付
を
含
む
)

申
請
資
格
交
通
安
全
協
会
々
員

で
、
継
続
し
て
自
動
車
(
原
付
、

小
特
を
含
む
)
の
運
転
に
従
事
し
、

自
己
の
責
任
に
よ
る
交
通
事
故
歴

が
過
去
日
年
以
上
な
く
、
か
っ
、

交
通
違
反
(
反
則
を
含
む
)
、
そ

の
他
罰
金
以
上
の
刑
に
当
る
犯
罪

行
為
が
2
月
末
現
在
で
、
過
去
5

年
以
上
な
い
人

申
請
書
提
出
期
眼

2
月
刊
日
側

提
出
書
類
表
彰
上
申
書
、
無
事

少
年
剣
道
大
会

成

績

市
内
の
約
6
0
0
人
の
少
年
剣

士
が
参
加
し
た
市
少
年
剣
道
大
会

が
ロ
月
1
日
、
市
民
体
育
館
で
行

故
無
違
反
証
明
書
(
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、

2
月
3
日
側
ま
で
に

表
彰
上
申
書
を
交
通
安
全
協
会
に

提
出
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
無

事
故
無
違
反
証
明
書
の
交
付
手
続

を
協
会
に
お
い
て
代
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
市
交
通
安
全

協
会
(
宮
⑬

9
8
8
9
)

海
技
免
状
商
真
新

お
よ
び
失
効

一
持
受
付
講
習
会

場
所
・
期
日

O
佐
世
保
市
漁
民
総
合
セ
ン
タ
ー

わ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

。
団
体
の
部

①
微
神
堂
A
②
天
真
道
場
A
③
今

村
剣
心
会
A
、
剣
西
少
年
剣
道
ク

ラ
ブ

A

。
個
人
戦
の
部

(
1
位
の
み
)

-
小
学
3
年
・
・
・
奥
山
慎
(
旭
が

E
)

・
小
学
4
年
:
・
楠
本
豊
秀
(
微
神

堂
)
・
小
学
5
年
:
・
朝
長
賢
志
(
放

虎
原
)
・
小
学
6
年
・
:
藤
沢
重
徳

(
玖
島
)

・
中
学
1
年
:
・
坂
口
曜

三
(
剣
西
)
・
中
学
2
年
:
・
雄
鹿

俊
昭
(
大
村
中
央
)
・
中
学
3
年

:
満
井
紀
行
(
玖
島
)
・
中
学
女

子
・
:
舟
森
忍
(
微
神
堂
)

-
1
月
日
日
制
・

2
月
7
日
制

・
3
月
刊
日

ω

O
唐
津
市
民
会
館

・
1
月
白
日
働

・
3
月
幻
日
働

※
小
型
更
新
↓
午
前
9
時
j

航
海
B
↓
午
前
日
時
初
分
1

小
型
船
舶
失
効
↓
午
後
1
時
1

富国
ス*由ヴ少年間
ポ由ト*四11.-

大会

日
時

初
分

場
所
市
民
体
育
館
、
大
村
小
学

校
体
育
館

参
加
資
格
・
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
登
録
し
た
小
学
生
女
子

-
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
に
加

2
月
日
日
目
、
午
前
9
時

持
参
す
る
も
の
・
海
技
免
状
・

写
真

(
3
叩
×

3
m
、
更
新

:
i

枚
、
失
効
・
:
2
枚
)
・
印
鑑
・
受

講
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
岡

海
技
免
許
セ
ン
タ
ー
(
宮

0
9
2

.
4
5
2
・
1
4
1
6
)

1月11白(土) 午後2時--3時
西大村コミセン入場無料

〔題名〕

・泣いた赤鬼 (アニメーション15分)

・金のがちょう(アニメーション25分)

・てんまのとらゃん (人形劇作分)

入
し
て
い
る
こ
と

参
加
費

1
チ
l
ム
1
0
0
0
円

(
申
込
時
納
入
)

チ
ー
ム
編
成
・
単
位
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
編
成
し
て
く
だ
さ
い

0

・
出
場
は
4
年
生
2
人、

5
年
生

2
人、

6
年
生
3
人
の
計
7
人
と

し
、
控
え
選
手
は
6
人
ま
で
と
し

ま
す
。

申
込
期
限

2
月
7
日
働

申
込
先
体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
体
育
課
お
よ
び

各
校
区
理
事
の
所
に
あ
り
ま
す

※
審
判
は
、
各
チ
l
ム
よ
り
指
導

者
1
人
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。



教

喬

講

演

会

昭
和
田
年
か
ら
家
庭
教
育
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
家
庭
教
育
の

根
っ
こ
に
あ
る
も
の
、
全
国
の
幼

稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
、

P
T
A
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
の
講
演
活
動
が
大
き
な
反
響
を

呼
ん
で
い
ま
す
。

百
の
理
論
よ
り
、
た
っ
た
一
つ

の
実
践
の
ほ
う
が
ど
ん
な
に
強
い

琴平岳展望所使用禁止
琴平岳展望所は、施設整備工事を行

っているため、次の期間使用を禁止し

ます。

皆さんのご協力をお願いします。

使用禁止期間 1 月 6 日 (月)~3月 31 日伏)
内田玲子氏

も
の
か
。
内
田
さ
ん
の
話
を
聞
く

と
、
心
の
底
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。

日
時

2
月
1
日
出

午
後
2
時
1
3時
初
分

場
所
市
コ
ミ
セ
ン
大
会
議
室

演
題

「家
庭
教
育
の
根
っ
こ
に
あ

る
も
の
」

講
師
家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

内
田
玲
子
氏

入
場
料
無
料

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

⑬
3
1
6
1
)

へ

み
ん
な
の
健
康
教
室

テ
ー
マ
脳
卒
中
と
ボ
ケ
の
予
防

日
時

1
月
初
日
岡
、
午
後
1
時

初
分
1
3時

市
子
ど
も
美
術
農

作
品
ほ

し

ゅ
う

部
門
お
よ
び
作
品
規
定

①
絵
画
の
部
・
用
具
・
ク
レ
ヨ

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師
国
立
長
崎
中
央
病
院
神
経

内
科
医
長
森
正
孝
先
生

問
い
合
わ
せ
国
立
長
崎
中
央
病

院
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
(
久

原
2
丁
目
宮
⑫
3
1
2
1

⑮

5
1
0
)
 

電
話
加
入
濯
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

1
月
お
日
閥
、
午
後
1
時

ω分
場
所
市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

ン
、
ク
レ
パ
ス
、
水
彩
と
し
ま
す

・
サ
イ
ズ
・
:
画
用
紙
サ
イ
ズ
で
8

つ
切
り
ま
た
は
4
つ
切
り

②
書
の
部
半
紙
と
し
ま
す

課
題

①
絵
画
の
部
H
H
課
題
は
自
由
で
す

②
書
の
部

小
1
・
:
ゆ
め
、
小
2
:
・
土
手
、

小
3
・
:
社
会
、
小
4
:
・
成
功
、
小

5
・:
時
代
、
小
6
:
・栄
光
、
中
1

・:
開
発
、
中
2
・:
推
進
、
中
3
:

飛
躍
(
中
3
の
み
桔
書
ま
た
は
行

書
で
も
よ
い
)

資
格
市
内
に
住
ん
で

い
る
小
学

1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で

規
定
出
品
作
品
は
、
自
作
で
未

発
表
(
校
内
展
は
出
品
可
)
の
も

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

内
線
1
2
6
・
1
2
7
・
1
2
8

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

の
で
各
部
門
1
人
1
点
。
作
品
に

は、

学
校
(
団
体
名
)
、
学
年
、

氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

※
団
体
な
ど
で
ま
と
め
て
出
品
す

る
場
合
は
必
ず
名
簿
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

2
月
3
日
刊
1
9

日
間
ま
で
に
市
コ

ミ
セ
ン
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

表

彰

市

長
賞
、
市
議
会
議
長
賞
、

教
育
長
賞
を
は
じ
め
、
優
秀
、
優

良
、
佳
作
の
各
賞
を
贈
り
ま
す
。

入
賞
作
品
展
示
期
間

2
月
幻
日

働

l
u
日
側
、
市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ
市
子
ど
も
美
術
展

事
務
局

(幸
町
お

1
お
市
コ
ミ

セ

ン

内

宮

⑪

3
1
6
1
)

大自然の中でワアレyシュ.ノ市営住宅入居者募集

= だれでる

利用 でき ます 二

学校・クラス ・子供会・婦

人会・老人会、そして各種グ

ループなど、大人から子供ま

で、だれでも利用できますD

宿泊料・施設使用料
=無料=

食費 (1日3食 )

1 ，380円 (小学生以下 〉

1 ，420円 (中学生以上 )

一 内 容 =

野外活動オリ工ンテー リング、

ハイキング、自然観察 、星座観察、

ファイヤーのつどい、 キャン ドル

のつどいなど

クラフト活動 わらぞうり、焼き

板、プラホビー 、竹 トンボなど

研修活動ビデオ・ 映画鑑賞 、研

修など

スポーツ活動フリ スビーゴルフ 、

バレー 、バ ドミントン、ユニホ、ソ

ク、一輪車など

種別 住宅 名 戸数 間取 り 家月額・円賃) 

上小路第二 1 2K 4.800 

tt 松 1 3DK 17.000 

i也 田 1 3DK 15.500 

種 i久 原 第 二 6 3DK 
2 1 . 200~ 

23.800 

原口アパート 2 3DK 27.200 

東諏 訪 3K 12.300 

2 モE 舟 1 2K 3.300 

1也 3 2K 6 . 500~ 

6.800 

種 池 田 1 3K 8.400 

久原第二 1 3DK 18.100 

富立諌早少年自然の家

- 14-

諌早市白木峰町宮⑮9111(問い合わせ

申し込み 1 月 6 日 (月 )~13 日 (月)

申 し込み ・問い合わせ 建築課住宅係
※収入などに制限があ ります。



ガ
!
ル
ス
カ
ウ
ト

長
崎
県
第
ワ
団
団
員

資
格
小
学
生
女
子
(
新
1
年
生

も
含
み
ま
す
)

締
め
切
り

1
月
初
日
側

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・

氏
名
・
保
護
者
名
・
学
校
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
溝
上
佐
和
子

(
武
部
町

4
4
4
2
@
1
3
2
4
)
 

※
少
女
た
ち
の
健
全
・
育
成
に
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
リ
ー

ダ
ー
も
募
集
し
て
い
ま
す
口

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

1
2
月
コ
ー
ス
ー

ご
寄
寸

言
{
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

広報おおむら平成 4年 1月号

竹
松
小
学
校
へ

V
三
根
久
子
(
植
松
1
丁
目
)

輪
車
叩
万
円
相
当
分

松
原
小
学
校
へ

V
高
田
義
秋
(
松
原
2
丁
目
)
児

童
用
図
書
叩
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
森
林
ミ
ヨ

(
水
田
町
)
叩
万
円

V
好
田
丈

一
(
本
町
)
5
万
円

V
中
島
三
保
子
(
久
原
1
丁
目
)

3
万
円

V
佐
藤
俊
彦

(小
川
内
町
)
5
万

円社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
宮
本
昇
(
大
川
田
町
)
叩
万
円

V
高
尾
森
重

(
陰
平
町
)
叩
万
円

V
津
田
清
(
玖
島
2
丁
目
)
初
万

円。
一
般
寄
付

三
浦
小
学
校
へ

V
杉
本
章
(
長
崎
市
浜
口
町
)

内
容
・
ワ
ー
プ
ロ
講
座

(ユ

ー

カ
ラ

l
a
r
t
)

・JI
S
検
定

被
覆
ア
l
ク
溶
接
(
中
板
・
実
技
)

-
J
I
S
検
定
被
覆
ア
l
ク
学
科

受
検
準
備
講
習

・
J
I
S
炭
酸
ガ

ス
ア
l
ク
溶
接
(
中
板
・
実
技
)

・
マ
イ
コ
ン
入
門

(
ア
セ
ン
ブ
リ

言
語
入
門
)
・

M
S
|
D
O
S
入

門
・

3
級
シ
ャ
シ
整
備
士
受
検
準

備
(
学
科
)
・
ロ
l
タ
ス

1
・2
・

3
(中
級
)
・
コ
ボ
ル
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

申
込
期
間

1
月
6
日
開
l
m
日

同
月申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

ワ

ン
タ
ッ
チ
式
テ
ン
ト
、

書
籍
な
ど

日
万
円
相
当

市
立
図
書
館
へ

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

1

児
童
図
書
叩
万
円
相
当

天
正
夢
広
場
へ

V
同
右

1
吸
い
殻
入
れ

清
和
圏
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
)
理
容
奉
仕

V
岩
松
子
供
会
H
H
慰
問

V
み
す
じ
会
H
H
三
味
線
演
奏
慰
問

V
琴
の
会
l
大
正
琴
演
奏
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
親
和
銀
行
大
村
支
庖

1
2万
8

千
3
2
7
円

国
立
口
之
津
海
員

学
校
本
科
生
徒

資

格

中

学
卒
業
以
上

(
3
月
卒

業
見
込
含
む
)

修
業
年
限

3
年

試
験
日

2
月
9
日
間

申
込
期
間

1
月
9
日
制
1
2
月

5
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

口
之
津
海
員
学
校
(
〒

m
lお

南
高
来
郡
口
之
津
町
丁
5
7
8
2

宮

0
9
5
7
・山∞・

2
1
5
1
)

千

綿

女

子

高

等

農

学

園

生

徒

応
募
資
格

中
学
校
卒
業
者
お
よ

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
松
口
ス
エ
(
大
川
田
町
)
花
苗

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
大
川
田
老
人
会

1
花
苗

V
橋
本
松
治
郎

(
松
原
本
町
)
タ

オ
ル
・
石
け
ん

V
林
田
熊
市

(宮
小
路
2
丁
目
)

み
か
ん

V
飯
笹
三
郎
(
久
原
2
丁
目
)
花

苗V
萱
瀬
中
学
校

1
慰
問
・
花

V
三
城
・
ぃ
小
学
校
l
慰
問

V
松
尾
栄
次
(
徳
泉
川
内
町
)
さ

つ
ま
い
も

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

び
来
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
入

試
験
日

2
月
幻
日
同

出
願
期
間
平
成
4
年
2
月
刊
日

開
i
m日
嗣

※
そ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
、
本

学
園
(
東
彼
杵
町
千
綿
宿
郷

宮

0
9
5
7
⑬
0
2
3
0
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

N
H
K学
題

生
涯
学
習
通
信
講
座

書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、
短
歌
、

囲
碁
な
ど
河
講
座
1
8
8
コ
l
ス

申
込
期
限

1
月
紅
白
働

※
案
内
書
(
無
料
)
ご
希
望
の
方

は、

N
H
K
学
園
8
E
8
1
係

(〒
m
l
旧
東
京
都
国
立
直
冨

V
前
田
福
美
(
東
大
村
2
丁
目
)

日
本
浪
曲
大
全
集

V
鈴
木
・
和
田
・
好
田
・

平
・
井

手
理
容
院

l
散
髪
奉
仕

V
好
田
丈
一
(
本
町
)
5
万
円

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
樋
口
キ
サ

(
木
場
2
丁
目
)
み

か
ん

慈
恵
荘
へ

V
山
道
巽

(
野
岳
町
)
叩
万
円

V
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村

1

2
万
円
・
タ
オ
ル
ほ
か

V
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵

V
板
井
菊
栄
美
(
玖
島
町
)
菊
鉢

V
萱
瀬
中
学
校
l
ぞ
う
き
ん

V
辻
末
男
(
宮
小
路
3
丁
目
)
タ

オ
ル
・
石
け
ん

士
見
台
2
1弱

含

0
4
2
5

⑫

3
1
5
1
)
へ
、
あ
な
た
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
講
座
名
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
し

て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

自

衛

官

二
等
陸
・
海
・
空
土
(男
子
)

資
格
四
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
人

申
し
込
み
随
時
行
っ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

⑫
6
2
1
7
)
 

議説

V
笹
田
猛
(
南
高
来
郡
吾
妻
町
)

み
か
ん

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
楠
ク
リ
ー
ン

l
理
髪
奉
仕

V
新
寿
司

1
慰
問

宝
樹
苑
へ

V
菅
一瀬
中
学
校
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

ー
奉
仕

V
菅
一瀬
中
学
校

(
2
年
生
)
体
験

学
習

1
奉
仕

V

み
ず
ほ
会

1
慰
問

V
西
川
定
(
中
岳
町
)
時
計
5
万

円
相
当

V
松
並
町
松
寿
会
H
H
1
万
円

V
稲
田
タ
ツ
子
(
大
川
田
町
)
1

万
円

V
浜
野
鮮
魚
庖
l
魚

Fh
d
 



カレジター1周の
1
月
は
、
市
県
民
税

(
4期
)
と
、
国
民
健
康
保
険
税
(
ワ
期
)
の
納
期
で
す
。

(納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 当番医 15日 当番医

(水・元8)
(小)須田小児科医院植松3丁目 宮⑭7200 

(水・祝)
(内・外)渡辺医院 松原 1T目宮⑮8275 

(外・内)田崎医院 古町 1丁目宮⑬1234 (眼)楠木眼科医院束 三城町宮⑫2711 

2日 当番医 3歳児健康診査大村保健所

(小)出口小児科医院 諏訪3丁目宮⑫2252 ⑧ 9 : 30~10 : 00、13: OO~ 13 : 30 
(木) (産・内)桝本産婦人科内科医院 大川田町宮⑮8355 16巳 ⑨昭和63年7月生まれ (63年1月 ~6月生まれで、

(木)
まだ受けていない人も受診してください)

3日 当番医 ⑧母子健康手帳、問診票

(小)田川小児医院東本町 宮⑫40 0 0 妊婦教室(2)中地区公民館 13 : 00~16 : 00 
金) (外・内)原医院 宮小路1丁目宮⑮8427 定期巡回献血市役所 9 : 30~12 : 00 

5日 当番医 17日 1 j嚢6か月児健康診査市コミセ ン

(B) 
(内・小)与那城医院 池田新町宮⑬5575

(金)
⑧13 : OO~ 13 : 30 

(内・小)野口内科こども医院西大村本町宮⑫2339 ⑨⑧…10日{金)と同じ

安産教室 ~ラマーズ法を練習しまし ょう~ 18日
耳とこと(.fの相談福祉センター 13 : 00~15 : 00 

6E3 市役所 ⑧9: OO~ 9 : 30 (土)
⑮母子健康手帳、ズボン

(月)一般健康相談市役所 13:00~16:00 19日 当番医

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
(日)

(内・小)松永医院 古町2丁目宮⑫2943 
(外)松尾外科医院東本町宮⑫3331 

ワ臼
乳幼児健康相談福重出張所 ⑧13: 30~15 : 00 21日(対 乳幼児健康相談鈴田出張所 ⑧9: 30~ 11 : 00 

(火)
8日

妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : OO~ 16 : 00 22日(水)
(水)

妊婦教室(3)中地区公民館 9 : 30~ 13 : 30 

9日
機能訓練根気の会福祉センター 13 : 30~ 15 : 30 23日

(木) (木)
機能訓練根気の会福祉センター 13 : 30~ 15 : 30 

成人の健康相談福祉センター 13 : 00~15 : 00 24日 成人の健康相談福祉センタ ー 13 : 00~15 : 00 
⑨40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

(金) @⑮…10日樹と同じ
1 j賓6か月児健康診査市コミセン

10日 ⑧13 : OO~ 13 : 30 
26日 当番医

金) @平成 2年6月生まれ (2 年 1 月 ~5 月生まれで、
(内・消)南野内科消化器科医院 束三城町宮⑬3731

まだ受けていない人も受診してください) (日) (耳)わたなべ耳鼻咽喉科 杭出津2丁目 E⑫2003
⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

27日
乳幼児健康相談三浦出張所 ⑧ 9: 30~ 11 : 00 

(用)
12日 当番医

(内・小)松尾医院 玖島 1丁目宮⑫4412 29日(日) (耳)下山耳鼻咽喉科医院原口 町宮⑮0648 (水)
妊婦教室(4)中地区公民館 13 : 00~16 : 00 

14日 乳幼児健康相談 市コミセン 略号の説明 @…対象 ⑧...受け付け ⑮..内容

(火)
⑧ 9 : 30~ 11 : 00、13: 30~ 15 : 00 ⑮…持ってくるもの
⑩離乳食教室 10 : 30~ 15 : 00 当番医の診療時間 9 : OO~ 18 : 00 
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市民相談コーナー(秘書広報課〉ですべて無料で、行っています。
お気軽にご相談ください。

12月1日現在

人口 計 74，526
(+ 97) 

35，588 
(+ 81 ) 

38，938 
(+ 1 6) 

23，086 
(+ 61 ) 

( )内は前月比

人口の動き

男

女

10 : 00~15 : 00) 

9 : 30~12 : 00) 

10 : 00~15 : 00) 

10 : OO~ 15 : 00) 

13 : 00~16 : 00) 

10 : 00~16 : 00) 

人権相談 (6日・月

行政相談 (9日・木

法律相談 (20日・月

年金相談 (22日・水

不動 産 相 談 (24日・金

交通事故相談 (28日・火

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

1
月
の
定
例
相
談
日.( 

世帯数

- 16-

1月の大村ボート (1 日 ~7 日新春特選レース、 11 日 ~1 6 日、
31 日 ~2 月 4 日 )
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